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平成29年度予算のあらまし

編集・発行　仙台市総務局広報課　〒980-8671仙台市青葉区国分町3-7-1　☎022･214･1150　FAX022･211･1921
印刷　㈱ユーメディア

○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経
費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計

○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で
収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

平成29年度（前年度比）
一般会計     5,476億円　（409億円増加）
特別会計     3,213億円　（101億円減少）
企業会計     2,420億円　（109億円減少）
合計 １兆1,109億円 （199億円増加）

●平成29年度の会計別の予算規模

再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は平成28年度当初予算の金額

歳入総額
5,476億円
〔5,067〕

市税 1,889
〔1,869〕

諸収入
343〔360〕

繰入金
527〔512〕

市債 579
〔472〕

国庫支出金 
838〔758〕

地方交付税
292〔243〕

地方消費税交付金
181〔208〕

その他
 376
〔389〕県支出金 239

〔256〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は平成28年度当初予算の金額

公債費
559

〔603〕
土木費
810

〔775〕

歳出総額
5,476億円
 〔5,067〕

健康福祉費
1,932
〔1,895〕

経済費 285
〔315〕

総務費 341
〔349〕

諸支出金 98
〔105〕

教育費 
889
〔450〕

消防費 162
〔148〕

環境費 194
〔212〕

市民費 168
〔157〕 その他 38

〔58〕

●【性質別】歳出額（一般会計）の推移（単位：億円）

平成25 282726 29年度

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,067 

680 

1,028 

601

766

689

458 

602
243

　一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の予算
規模は１兆1,109億円で、前年度比199億円増加し、震災
以降引き続き１兆円を超える高い水準となりました。
　一般会計では、県費負担教職員権限移譲に伴う教職員の
給与等の増などによる教育費の増加や、子ども・子育て支
援関連経費の拡充等による健康福祉費の増加などにより、
前年度比409億円増の5,476億円となりました。
　また、特別会計は公債費の減少などにより101億円減少
し、企業会計は下水道事業における復興事業の進

しん
捗
ちょく
に伴う

工事費の減少などにより、109億円減少しました。

　市税収入は固定資産税の増加などにより、前年度に比べ
て20億円増加しました。また、県費負担教職員権限移譲
に伴う給与等の財源として、新たに県民税所得割臨時交付
金、分離課税所得割交付金が交付されるほか、国庫支出金、
地方交付税等が増加しました。

　　　県費負担教職員権限移譲に伴い国庫支出
　　　金などが増加

【目的別の歳出】　少子高齢化の進展を背景として、子育て
支援や障害者福祉など社会福祉に要する費用である健康福
祉費は前年度比37億円増の1,932億円（35.3％）と最も
大きな割合を占めました。次いで県費負担教職員権限移譲
に伴う給与等の増などにより教育費が889億円（16.2％）、
土木費が810億円（14.8％）となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障給付等の扶助費、借入
金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、県費負担
教職員権限移譲に伴う給与等の増などを受けて、前年度に
比べて487億円の増加となりました。
　また、投資的経費は前年度と同程度の規模となりました。

歳 出  義務的経費は増加、投資的経費は微減

　本年度は、本市が重点的に取り組むべき政策の方針とし
て平成27年12月に策定した「政策重点化方針2020」に
基づく政策に予算を重点配分するとともに、復興に向けた
継続的な課題への対応を図ったところです。また、税収の
増加にもつながる地域経済の活性化、公共施設の長寿命化
や計画的な更新を着実に進めるなど、中長期的な財政運営
を見据えた取り組みのさらなる充実を図りました。
　震災の経験を踏まえ、東北を力強く牽

けん
引
いん
する都市へと本

市を発展させながら、確かな明日に向けた歩みを続けてい
くために、引き続き財政基盤の強化を図っていきます。

将来にわたり人々をひきつけ、活力を持った都
市づくりのための財政運営

655

917

598

1,339

519

5,581

574
5,461

660

894

614

1,308

668

453

540
324 306

673

674   

1,003

585

1,095

468

5,389

617
257

690

県民税所得割臨時
交付金等212〔新設〕

5,476

1,156

1,083 

557

742

698

415 

608
217

歳 入  

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅



市
民
や
起
業
家
の
方
々
が
柔
軟
な
発
想

で
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
国
家
戦
略

特
区
の
取
り
組
み
な
ど
も
、
仙
台
が
持

つ
変
革
力
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

何
気
な
く
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
可
能
性

が
数
多
く
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

「
地
域
」
の
潜
在
力
に
焦
点
を
当
て
、

行
政
が
多
様
な
主
体
の
つ
な
ぎ
手
と
な

っ
て
地
域
力
を
育
て
る
仕
組
み
づ
く
り

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
地
域
発
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
重
な
り
合
う
こ
と

で
都
市
と
し
て
の
総
合
力
が
高
ま
り
、

深
み
の
あ
る
都
市
の
魅
力
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

新
年
度
を
「
仙
台
ら
し
さ
で
挑
む
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
年
」
と
位
置
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

都
市
個
性
を
生
か
し
た
交
流
都
市

づ
く
り

　
仙
台
を
代
表
す
る
都
心
空
間
で
あ
り
、

文
化
的
施
設
が
連
な
る
定
禅
寺
通
に
つ

い
て
、
杜
の
都
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
、

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
東
北
の
人
口
が
900
万
人
を
割
り
込

む
中
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人
々
を
ひ

き
つ
け
、
活
力
を
持
っ
た
都
市
で
あ
り

続
け
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
で
す
。
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
海
外
に
も
通

ず
る
独
創
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

東
北
を
力
強
く
牽け

ん
引い

ん
す
る
都
市
へ
と
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
折
し
も
本
年
は
、
仙
台
藩
祖
・
伊
達

政
宗
公
の
生
誕
450
年
に
あ
た
り
ま
す
。

政
宗
公
は
諸
国
か
ら
人
材
を
招
き
、
城

下
に
新
し
い
文
化
の
風
を
吹
き
込
む
と

と
も
に
、
治
水
技
術
を
高
め
四
ツ
谷
用

水
に
代
表
さ
れ
る
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム

を
整
備
す
る
な
ど
、
仙
台
の
ま
ち
の
原

型
を
築
か
れ
ま
し
た
。
知
識
や
技
術
を

外
部
か
ら
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
自
ら

を
変
革
す
る
力
へ
と
変
え
て
い
く
し
な

や
か
さ
は
、
仙
台
に
連
綿
と
続
く
伝
統

で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
震
災
の
経
験
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

込
み
、「
防
災
環
境
都
市
」
と
い
う
新

た
な
都
市
像
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
や
、

平成29年度 施政方針から

３ ２

奥山 恵美子
仙台市長

仙
台
ら
し
さ
で
挑
む
、

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
年

復興公営住宅では、住民による
コミュニティーづくりが進んで
います

11月に開催する「世界防災フォー
ラム」では、震災の教訓と防災・減
災の取り組みを世界に発信します

都
市
の
文
化
が
薫
る
街
区
の
形
成
に
向

け
た
検
討
に
着
手
し
ま
す
。
併
せ
て
、

市
内
中
心
部
の
遊
休
不
動
産
や
公
共
空

間
の
利
活
用
を
促
進
し
、
新
た
な
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間

の
形
成
を
進
め
ま
す
。

　
政
宗
公
生
誕
450
年
を
記
念
し
、
博
物

館
に
お
い
て
特
別
展
を
開
催
す
る
な
ど
、

政
宗
公
の
事
績
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
楽
都
仙
台
な
ら
で
は
の
文
化
拠

点
と
な
る
音
楽
ホ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い

て
、
本
格
的
な
検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
ス

イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
る
防

災
会
議
と
連
携
し
た
「
世
界
防
災
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
11
月
に
開
催
す
る
ほ
か
、

昨
年
で
東
北
六
市
を
一
巡
し
た
東
北
六

魂
祭
の
後
継
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
東
北

絆
ま
つ
り
」
を
仙
台
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
東
北
各
都
市
と
連
携
し
、
外
国

人
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と

し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
青
少
年
と
の
ス
ポ

ー
ツ
交
流
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
事

前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

地
域
か
ら
発
想
す
る
仙
台
型
ま
ち

づ
く
り

　
郊
外
住
宅
地
や
西
部
地
区
に
お
い
て
、

市
民
、
地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者

の
方
々
な
ど
と
共
に
、
人
口
減
少
や
超

高
齢
化
社
会
の
到
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
経
済
に
関
し
て
は
、
広
が
り
を

見
せ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
立
地
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
起
業
家
の
成
長
に
向
け
た

集
中
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
な

ど
、
起
業
支
援
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
開
設
す
る
「
中
小
企
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
際
経
験
が
豊
か
な
人
材
の
育
成

や
学
生
の
地
元
定
着
を
促
進
す
る
ほ
か
、

農
と
食
を
連
携
さ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

農
業
の
収
益
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
10
月
か

ら
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
助
成
の
対
象

を
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
す
る
ほ
か
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
枠
の

拡
大
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
充
実
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
に
お
け
る
専
任
教
諭
を

増
員
す
る
な
ど
、
早
期
発
見
、
早
期
解

決
に
向
け
た
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
本
年
度
か
ら
開
始
す
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
障
害
お
よ
び
障
害
者
へ
の
理
解
を

促
進
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者
支
援
施
設

等
の
防
犯
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

防
災
と
環
境
を
基
軸
と
し
た
未
来

を
創
る
ま
ち
づ
く
り

　
東
部
沿
岸
地
域
の
防
災
集
団
移
転
跡

地
に
つ
い
て
、
市
民
や
事
業
者
の
方
々

の
自
由
な
発
想
や
提
案
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
活
気
あ
ふ
れ
る
地
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
ま
す
。
東
六
郷
小
学
校
跡

地
に
つ
い
て
も
、
地
区
の
新
た
な
交
流

拠
点
と
な
る
よ
う
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

か
さ
上
げ
道
路
等
の
整
備
や
沿
岸
部
の

緑
の
再
生
・
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
が
再
建
先
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
へ

の
支
援
も
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
迅

速
・
適
切
に
災
害
へ
の
対
応
行
動
を
起

こ
せ
る
「
防
災
人
」
の
育
成
を
進
め
る

ほ
か
、
津
波
の
脅
威
を
実
感
す
る
震
災

遺
構
と
し
て
保
存
・
整
備
を
進
め
て
き

た
旧
荒
浜
小
学
校
を
一
般
公
開
す
る
と

と
も
に
、
市
内
中
心
部
に
お
け
る
メ
モ

リ
ア
ル
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
本
市
の
多
様
な
生
物
や
自

然
、
豊
か
な
生
態
系
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
機
会
を
幅
広
く
提
供
す
る
ほ

か
、
若
者
や
地
域
の
方
々
と
の
協
働
に

よ
り
、
一
層
の
ご
み
の
減
量
や
分
別
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
ま
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
に
伴
い
建
て
替
え
が
急
務
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
防
災
環
境
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
災
害
対
応
機
能
を
備
え
た
新
庁
舎
の

建
設
に
向
け
、
基
本
構
想
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◆

　
先
行
き
が
見
通
し
づ
ら
い
時
代
環
境

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
仙
台
の
伝
統
に

加
え
、
震
災
を
経
て
私
た
ち
が
身
に
付

け
た
新
た
な
力
を
武
器
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
行
政
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、

一
歩
一
歩
確
か
な
歩
み
を
続
け
、
仙
台

の
ま
ち
が
一
層
の
輝
き
を
放
つ
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

道路空間の活用などにより、定禅寺通
の活力とにぎわい創出を目指します



４

　
　

主
要
事
業

●
文
化
振
興

4
億
５
８
２
５
万
円

●
音
楽
ホ
ー
ル
整
備
検
討

１
６
４
７
万
円

●
せ
ん
だ
い
・
ア
ー
ト
・
ノ
ー
ド
・
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

３
６
１
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備

１
億
８
６
３
２
万
円

●
学
都
推
進

６
０
８
万
円

●
確
か
な
学
力
育
成

9
億
９
２
９
０
万
円

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

６
０
１
２
万
円

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進３

４
９
３
万
円

●
い
じ
め
・
不
登
校
防
止
対
策
推
進

２
億
２
５
１
３
万
円

●
学
校
教
育
施
設
整
備47

億
５
８
０
４
万
円

●�

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催

４
８
１
５
万
円

●�
県
費
負
担
教
職
員
権
限
移
譲

４
８
０
億
６
７
２
７
万
円

●�
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
推
進

４
２
４
５
万
円

●
文
化
財
史
跡
整
備
推
進

６
６
３
６
万
円

博物館や仙台文学館など、さまざまな施設
が連携してイベントを開催する「仙台・宮
城ミュージアムアライアンス（SMMA）」

仙台子ども体験プラザでは、小・中学校の
児童生徒が、仕事や家計・生活設計等の体
験を通じて社会や経済の仕組みを学びます

学
び
を
多
彩
な
活
力
に
つ
な
げ
る
都
市
づ
く
り

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

　
本
年
度
は
、
実
施
計
画
に
掲
げ
る
「
学
び
を
多
彩
な
活
力
に
つ
な
げ
る

都
市
づ
く
り
」「
地
域
で
支
え
合
う
心
豊
か
な
社
会
づ
く
り
」「
自
然
と
調

和
し
た
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
」「
人
を
ひ
き
つ
け
躍
動
す
る
仙
台
の

魅
力
と
活
力
づ
く
り
」
の
四
つ
の
重
点
政
策
と
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
」
を

柱
と
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
４
～
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部
の
事

業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す

八木山動物公園では、園内に整備を進めて
いる（仮称）ふれあい動物園を７月に供用
開始し、さらなる魅力向上を図ります

文
化
・
芸
術
の
振
興

　
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術
活
動
へ

の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
都
市
の
個
性

と
市
民
の
創
造
性
を
生
み
出
す
文
化
・

芸
術
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
楽

都
仙
台
な
ら
で
は
の
文
化
拠
点
と
し
て
、

音
楽
ホ
ー
ル
の
整
備
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
ち
の
魅
力
と
人
々
の
活
気
を
引
き

出
す
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
多
面

的
な
学
び
の
機
会
を
創
出
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
連
携
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
と
学
力
育
成

　
児
童
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」
を
育

成
す
る
た
め
、
市
立
小
・
中
学
校
へ
の

計
画
的
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
を
開

始
し
、
教
育
の
情
報
化
を
推
進
す
る
ほ

か
、
少
人
数
学
習
等
に
よ
る
き
め
細
か

な
学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
地

域
ぐ
る
み
の
教
育
環
境
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
の
将
来
の
社
会

的
・
職
業
的
自
立
を
目
指
し
、
自
分
づ

く
り
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

い
じ
め
・
不
登
校
防
止
対
策
の
推
進

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
活
用
し
、

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
不
登
校
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
お
よ
び
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
等
を
組
織
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
命
を
大
切
に
す
る
自
死
予

防
教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

高齢の方が、住み慣れた地域で充実感を持
って暮らせるよう、介護予防の取り組みを
進めます

認可保育所等の整備により、安心して子育
てができる環境づくりに取り組みます

誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て

　
高
齢
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
や
地
域
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
就
労
支
援
や
社
会

参
加
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、

障
害
者
支
援
施
設
等
の
防
犯
対
策
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
理
解
促
進
の

た
め
の
啓
発
や
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
障
害
に
よ
る
差
別
解
消
を
推

進
し
ま
す
。

　
働
く
場
や
地
域
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
推
進
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
の
推
進

　
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
認
可
保
育
所

地
域
で
支
え
合
う
心
豊
か
な
社
会
づ
く
り

等
の
保
育
基
盤
や
児
童
館
等
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の
通

院
助
成
の
対
象
を
、
小
学
３
年
生
ま
で

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の
高
校
生
の
中

途
退
学
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
進

級
支
援
や
面
談
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
ほ
か
、
各
区
の
家
庭
相
談
員
を
増

員
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
生
活
を
支
え
る
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進

　
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
自
主
防
災

活
動
の
中
心
と
な
る
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
・
支
援
な
ど
、
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
を
進

め
る
ほ
か
、
上
下
水
道
施
設
の
耐
震
化

や
都
市
ガ
ス
の
安
定
供
給
体
制
の
向
上

な
ど
、
緊
急
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地域ごとに「地域版避難所運営マニュアル」
を定め、避難所開設や備蓄物資の取り扱い
などの訓練を行っています

　
　
主
要
事
業

●
生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援

３
億
７
６
５
３
万
円

●
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

23
億
５
２
１
７
万
円

●
高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

45
億
８
３
５
７
万
円

●
障
害
者
施
設
整
備

１
億
８
２
７
５
万
円

●
障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

２
２
８
億
２
８
３
７
万
円

●
障
害
者
差
別
解
消

６
７
８
万
円

●
男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進

６
億
４
４
０
９
万
円

●
す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進

６
１
２
億
３
７
０
万
円

●
子
ど
も
医
療
費
助
成33

億
９
８
５
９
万
円

●
子
ど
も
の
貧
困
対
策

１
億
１
５
万
円

●
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

2
億
５
９
１
８
万
円

●
仙
台
版
防
災
教
育
推
進

５
８
９
万
円

●
民
間
建
築
物
耐
震
化
等
促
進

３
億
７
２
４
１
万
円

●
救
急
体
制
整
備

３
億
７
１
４
９
万
円

●
地
域
安
全
対
策

６
７
４
５
万
円

●
市
営
住
宅
建
設
等

25
億
３
８
６
１
万
円

５

人
と
ま
ち
が
輝
く
未
来
に
向
け
て

　
　
　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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７ ６

　
　

主
要
事
業

●
東
西
線
沿
線
に
ぎ
わ
い
・
ま
ち
づ
く
り

　
推
進　
　
　
　
　
６
億
３
４
９
６
万
円

●
中
小
企
業
経
営
基
盤
強
化

６
億
５
６
１
４
万
円

●
起
業
支
援

１
億
２
６
１
万
円

●
中
小
企
業
人
材
確
保
・
育
成

６
２
３
４
万
円

●
産
学
連
携
推
進

４
９
１
６
万
円

●
Ｉ
Ｔ
産
業
国
際
連
携
促
進２

５
１
３
万
円

●
国
際
経
済
交
流

２
１
５
７
万
円

●
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
関
連
事
業

６
２
３
９
万
円

●
観
光
振
興　
　
　

９
億
５
８
６
１
万
円

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進２

億
１
８
５
７
万
円

●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致

1
億
２
５
０
０
万
円

●
東
北
連
携
推
進

４
億
４
４
８
４
万
円

●
仙
山
連
携
推
進

２
２
７
０
万
円

●
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

６
８
０
７
万
円

●
国
際
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流

３
１
１
４
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進

９
億
１
３
９
６
万
円

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
全
体
で
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
・
蓄

エ
ネ
に
取
り
組
む
「
せ
ん
だ
い
Ｅイ
ー
―
Ａア

ｃク

シ

ョ

ン

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
推
進
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
導
入
な
ど
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
低

炭
素
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
・
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
り
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
「
Ｗワ

ケ

Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｕア

ッ
プＰ

‼
仙
台
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
事
業
ご
み
の
適
正
排
出
と
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
向
け
て
、
清
掃
工

場
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
を
展
開
検
査
す

る
た
め
の
装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
事

業
者
へ
の
指
導
啓
発
を
強
化
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
街
地
の
み
ど
り
の
保
全

や
創
出
な
ど
に
市
民
協
働
で
取
り
組
む

「
百
年
の
杜
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

利
便
性
が
高
く
、
文
化
的
で
魅
力
あ

る
市
街
地
の
形
成

　
仙
台
駅
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
広

域
観
光
の
促
進
に
向
け
た
受
け
入
れ
環

境
整
備
や
観
光
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い

交
通
結
節
機
能
の
強
化
な
ど
、
国
内
外

か
ら
の
来
訪
者
が
利
用
し
や
す
い
交
通

環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
　

主
要
事
業

●
低
炭
素
都
市
づ
く
り
等
推
進

７
億
４
０
３
万
円

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
推
進

５
億
６
２
１
６
万
円

●
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

38
億
８
８
０
９
万
円

●
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
ご
み
の
減

　
量
・
リ
サ
イ
ク
ル　
　
２
億
６
２
４
万
円

●
生
物
多
様
性
保
全
推
進

３
６
２
万
円

●
百
年
の
杜
づ
く
り
推
進

５
億
９
０
６
１
万
円

●�

機
能
集
約
型
市
街
地
の
形
成
と
良
好
な
郊

外
居
住
地
域
づ
く
り  

31
億
２
５
８
４
万
円

●
仙
台
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備

３
億
７
２
０
０
万
円

●
定
禅
寺
通
活
性
化
推
進

３
０
０
０
万
円

●
ス
ト
ッ
ク
活
用
型
都
市
再
生
推
進

１
５
５
４
万
円

●
公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

32
億
７
３
１
７
万
円

●
杜
の
都
の
自
転
車
プ
ラ
ン
推
進

8
億
６
６
３
２
万
円

●
杜
の
都
の
風
土
を
育
む
景
観
形
成
推
進

２
３
５
０
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備46

億
９
３
８
２
万
円

●
道
路
新
設
改
良２

４
０
億
２
３
３
２
万
円

●
橋
り
ょ
う
整
備　

28
億
３
８
４
３
万
円

　
ま
た
、
定
禅
寺
通
と
そ
の
周
辺
の
活

性
化
に
向
け
て
、
道
路
空
間
の
利
活
用

や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
※
１
）
の

導
入
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
中
心
部
に
お
い
て
、

民
間
の
遊
休
不
動
産
や
道
路
・
公
園
等

の
公
共
空
間
の
利
活
用
に
よ
り
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
魅
力
あ
る
都
市

空
間
の
形
成
を
図
る
な
ど
、
公
民
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

堅
実
な
都
市
基
盤
の
構
築
に
向
け
て

　
「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
自
転
車
利
用

環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
自
転
車
利

用
者
の
ル
ー
ル
順
守
・
マ
ナ
ー
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
自
転
車
が
通
行
す
る

部
分
を
示
す
自
転
車
マ
ー
ク
と
進
行
方

向
を
示
す
矢
印
を
路
面
に
設
置
す
る
な

ど
、
安
全
・
安
心
な
自
転
車
利
用
環
境

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
交

通
体
系
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
都
市

活
動
を
支
え
る
道
路
網
の
形
成
を
図
る

た
め
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
道
路
や
橋
り
ょ
う
の
整

備
、
維
持
・
補
修
等
を
行
い
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り

地域の皆さんと市職員が協働し、家庭ごみ
の排出状況を確認しながら、ごみの分別と
減量を呼び掛けます

仙台駅西口バスプールの拡張工事等により、
東北の玄関口にふさわしい交通結節機能の
強化を図ります

人
を
ひ
き
つ
け
躍
動
す
る

仙
台
の
魅
力
と
活
力
づ
く
り

東西線沿線の陸奥国分寺薬師堂の境内では、
毎月８日に「お薬師さんの手づくり市」が
開催され、多くの人でにぎわいます

平成23年７月に始まり、昨年で東北６市を
一巡した「東北六魂祭」。今年から後継イベ
ントとして「東北絆まつり」が始まります

仙台起業家週間「SENDAI E
ア ン ト レ プ レ ナ ー
ntrepreneur 

W
ウ イ ー ク

eek」では、起業に関するさまざまなイ
ベントを集中的に開催します

東
西
線
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
と
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

　
東
西
線
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連

携
し
、
東
西
線
沿
線
の
に
ぎ
わ
い
創
出

や
魅
力
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
東
西
線
の
利
用
促

進
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
民
間
活
力

を
生
か
し
た
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
利
便
性
と
快
適
性
の
高
い
市
街

地
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

地
元
経
済
の
発
展
を
支
え
る
産
業
の

活
性
化
と
農
業
振
興

　
「
日
本
一
起
業
し
や
す
い
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
起
業
相
談
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
起
業
支
援
を
行
う
ほ
か
、

成
長
が
見
込
ま
れ
る
事
業
へ
の
集
中
的

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
起
業
や
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
海

外
留
学
支
援
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
国

際
経
験
豊
か
な
人
材
の
育
成
や
、
中
小

企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
関
連
中
小
企
業
の
海

外
展
開
支
援
な
ど
に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
産
業

の
国
際
連
携
を
促
進
す
る
ほ
か
、
地
場

産
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
や
地
産
地

消
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
分
野
の
連

携
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

　
伊
達
政
宗
公
生
誕
450
年
を
記
念
し
て
、

博
物
館
で
特
別
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、

伊
達
文
化
を
切
り
口
と
し
た
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
外
国
人
観

光
客
の
増
加
に
向
け
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
る
国
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
仙
台
・
東

北
の
魅
力
を
的
確
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
11
月
に
開
催
す
る
「
世
界
防
災
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、

国
際
会
議
等
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
の
地
位
の

確
立
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
東
北
六
魂
祭
の
後
継
と
な
る
「
東
北

絆
ま
つ
り
」
の
開
催
や
復
興
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
※
２
）
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
東

北
の
各
都
市
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
イ
タ
リ
ア
の
青
少
年
と
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
う
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
を
契
機
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

※１エリアマネジメント：住民や事業者が主体となり、地域特性を生かしながら地域の価値
　　　　　　　　　　　　を維持・向上させる取り組み

※２復興ツーリズム：被災地の現状と教訓を伝えるため、国内外から旅行客を呼び込むこと

市道宮町通線の自転車専用通行帯。自転車
の左側走行を促進し、安全・安心な自転車
利用環境の整備に努めます



　　　

９ ８

平成29年度の予算については、仙台市ホームページ（サイト内
検索で「仙台市の財政」と検索）をご覧ください

1
暮
ら
し
や
経
済
の
再
建
に
向
け
た

取
り
組
み

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
意
向
や
課
題
に

応
じ
て
、
暮
ら
し
や
健
康
に
関
す
る
相

談
・
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
団
体
等

の
復
興
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
交
流
活
動
等
へ
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
末
に
閉
校
し
た

東
六
郷
小
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
利

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
東
部
沿
岸
地

域
の
防
災
集
団
移
転
跡
地
に
つ
い
て
、

土
地
の
利
活
用
を
希
望
す
る
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
仙
台
港
周
辺
地
区
の
産

業
の
復
興
支
援
や
、
農
地
の
大
区
画
化

等
に
よ
り
、
経
済
・
農
業
の
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

海
岸
公
園
の
再
整
備
や
海
辺
の
ふ
る
里

づ
く
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

2
安
全
・
安
心
確
保
の
取
り
組
み

　
東
部
復
興
道
路
や
津
波
避
難
道
路
の

整
備
等
に
よ
り
、
津
波
か
ら
命
を
守
る

多
重
的
な
減
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
等
の
災
害
用
資
機
材

や
備
蓄
等
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、
自

助
・
共
助
を
促
進
す
る
普
及
啓
発
活
動

や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
・
支
援
な
ど
に

よ
り
、「
防
災
人
」
の
育
成
を
進
め
ま

す
。

3
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
継
承
・
発

信
に
向
け
た
取
り
組
み

　
防
災
に
関
わ
る
市
民
団
体
等
の
交
流

と
発
信
の
場
と
し
て
「
仙
台
防
災
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
防

災
環
境
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
震
災
の
記
憶
と
経
験
を
未
来
や
世
界

に
発
信
す
る
た
め
、
沿
岸
部
拠
点
で
あ

る
「
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
交

流
館
」
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
市
中

心
部
の
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
津
波
の
脅
威

や
地
域
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

旧
荒
浜
小
学
校
を
震
災
遺
構
と
し
て
一

般
公
開
す
る
な
ど
、
震
災
復
興
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
を
進
め
ま
す
。

復
興
ま
ち
づ
く
り

津波からの防御機能を高めるため、東部復
興道路のかさ上げ工事を進めています

　
　

主
要
事
業

震災の経験や教訓について、市民が思いを
共有し、意見を交わすための場となる仙台
防災未来フォーラム

東六郷小学校の跡地に、地域の歴史継承・
鎮魂のためのモニュメントと慰霊碑を整備
します

●
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進　
６
３
８
４
万
円

●
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
１
億
３
６
０
１
万
円

3
震
災
の
経
験
と
教
訓
の
継
承
・
発
信
に

　
向
け
た
取
り
組
み　
　
２
億
３
１
２
万
円

2
安
全
・
安
心
確
保
の
取
り
組
み

１
５
８
億
２
５
４
６
万
円

●
東
部
復
興
道
路
整
備  　１

２
５
億
９
９
９
６
万
円

●
津
波
避
難
道
路
整
備  　

 

13
億
２
９
１
９
万
円

●
避
難
所
等
防
災
体
制
の
充
実
強
化　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
７
３
５
万
円

●「
防
災
人
」
づ
く
り　
　
　

    

４
４
４
５
万
円

1
暮
ら
し
や
経
済
の
再
建
に
向
け
た
取
り

　
組
み　
　
　
　
　
87
億
８
１
３
８
万
円

●
被
災
者
生
活
再
建
支
援　

   

１
億
５
０
１
万
円

●
被
災
者
の
健
康
支
援　
　

   　
２
８
８
８
万
円

●
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
町
内
会
等
支
援

５
９
６
万
円

●
東
部
市
街
地
排
水
施
設
整
備　14

億
４
４
４
４
万
円

●
津
波
被
災
地
域
住
宅
再
建
支
援４

億
４
３
０
５
万
円

●
仙
台
港
周
辺
地
区
復
興
支
援   

５
７
４
７
万
円

●
被
災
者
の
雇
用
促
進　

   

２
億
５
９
０
３
万
円

●
農
業
生
産
基
盤
整
備　
　

   

３
億
９
７
０
万
円

●
海
岸
公
園
再
整
備　
　
　

   

２
億
６
９
６
万
円

●
六
郷
東
部
地
区
現
地
再
建
ま
ち
づ
く
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
６
５
０
万
円

●
東
部
地
域
移
転
跡
地
利
活
用
推
進　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
５
３
３
３
万
円

●
蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
54
億
１
９
６
８
万
円

未
来
に
責
任
を
持
つ
都
市
経
営

　
　

主
要
事
業

●�

未
来
を
つ
く
る
市
民
力
の
拡
大
と
新
し

い
市
民
協
働
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
２
億
４
４
４
１
万
円

●
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

１
億
９
９
２
１
万
円

●
郊
外
住
宅
地
・
西
部
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

５
０
９
２
万
円

●
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
５
３
６
万
円

●
市
民
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
地
域
づ
く
り
支

　
援　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
６
３
万
円

●
地
域
施
設
整
備

21
億
５
８
４
８
万
円

●
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

１
３
４
億
７
８
９
万
円

●
道
路
施
設
等
長
寿
命
化
修
繕

34
億
１
９
１
６
万
円

●
市
税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

１
億
１
５
７
８
万
円

●
市
役
所
本
庁
舎
建
替

１
７
４
７
万
円

●
総
合
計
画
の
推
進　
　

２
７
９
６
万
円

●
人
材
育
成
機
能
・
組
織
力
の
強
化

３
４
７
１
万
円

●
業
務
改
善

１
３
０
０
万
円

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

２
５
１
万
円

市
民
力
の
拡
大
と
新
し
い
市
民
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
が
主
体
的
に
地
域
や
社
会
の
た

め
に
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

向
け
て
、
拠
点
施
設
で
あ
る
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
し
、

多
様
な
主
体
の
強
み
を
生
か
し
た
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
暮
ら
し
の
基
盤
で
あ

る
地
域
の
特
性
や
課
題
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
郊
外

住
宅
地
・
西
部
地
区
振
興
の
た
め
、
地

域
が
自
発
的
に
取
り
組
む
事
業
に
対
す

る
補
助
制
度
を
新
設
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
地
域
の
学
び
・
交
流
の
拠
点
で
あ

る
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
づ

く
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

確
か
な
未
来
を
つ
く
る
都
市
経
営
の

た
め
に

　
公
共
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
設
整
備
や

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
の
進
む
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え

に
向
け
て
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
、
市
税
等
の
さ
ら
な
る
収
納
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
や
納
税
環
境
の

整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民

と
理
念
を
共
有
し
共
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
総
合
計
画
の
適
切
な
進

行
管
理
と
評
価
を
行
い
ま
す
。

職
員
の
人
材
育
成
や
組
織
力
強
化
に

向
け
て

　
職
員
研
修
の
充
実
や
効
果
的
な
人
事

管
理
な
ど
に
よ
る
職
員
の
意
欲
向
上
、

能
力
開
発
の
取
り
組
み
を
計
画
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
推
進
な
ど
を
通
じ
た
組
織
風
土
の
改

革
、
組
織
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
協
働
力
の
向
上
を
図
り
、

時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

NPO等に職員を派遣し、体験を通して
市民協働に関する理解を深める研修を行
うなど、職員の協働力向上を図ります

市民活動や協働によるまちづくり推進の
ための拠点施設である市民活動サポート
センター

昭和40年に完成した市役所本庁舎の建
て替えに向けた検討を進めます



■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
世
代
間
交
流

の
促
進
や
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
て
る

「
泉
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
七

北
田
川
ク
リ
ー
ン
運
動
」、「
い
ず
み

の
ふ
る
さ
と
学
」
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
と
大
学
が
連
携
し
て

地
域
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

「
い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
」
や
「
大
学
連
携
地
域
づ
く
り
事

業
」
を
行
う
ほ
か
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
団
体
な
ど

と
の
協
働
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま
つ
り
」、「
宮

城
地
区
ま
つ
り
」、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
参
加
者
に

よ
る
「
絆
づ
く
り
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

な
ど
各
種
事
業
を
企
画
・
開
催
す
る

ほ
か
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
町

内
会
加
入
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

各区内の主要事業
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■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
市
民
力
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
荒
巻
地
区
を
モ

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
み
や
ぎ
の・

ま
つ
り
」
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
、
防
災
、
地
域
の
魅
力
発
信
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
取
り
組
み
を
行
う

と
と
も
に
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
こ
れ
か
ら
の
郊
外
団
地
が
、
高
齢

者
も
暮
ら
し
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
居
住
を
促
進
す
る
ま
ち
へ
と

再
生
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
鶴

ケ
谷
地
区
の
地
域
力
向
上
を
図
る
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
海
辺
の
ふ
る
里
づ
く
り
支
援

　
津
波
被
災
地
域
に
お
い
て
町
内
会

等
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
や

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援

す
る
ほ
か
、「
み
ん
な
の
家
」
を
住

民
主
体
の
交
流
施
設
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
「
太
白
区
民
ま
つ
り
」
や
小
学
生

に
体
験
学
習
の
場
を
提
供
す
る
事
業
、

区
内
の
自
然
・
歴
史
を
探
訪
す
る
事

業
な
ど
を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
へ
の
助
成
を
行
う
ほ
か
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
団
体
へ
の

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
等
支

援
　
防
災
集
団
移
転
先
や
復
興
公
営
住

宅
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営

や
交
流
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
若
林
区
役
所
と
薬
師
堂
駅
を
基
軸

と
し
た
賑に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

　
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
別
棟

の
建
て
替
え
に
合
わ
せ
た
周
辺
整
備

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
魅
力
あ
る
若
林
区
を
目
指
し
、「
若

林
区
民
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、「
合
唱

の
つ
ど
い
」
を
企
画
・
開
催
す
る
ほ

か
、
六
・
七
郷
堀
の
魅
力
発
信
な
ど

を
区
民
協
働
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
団
体
が
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
六
郷
東
部
地
区
現
地
再
建
ま
ち
づ

く
り
支
援
と
し
て
、
東
六
郷
小
学
校

跡
地
や
東
六
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
交
流
促
進
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
生
出
・
坪
沼
地
区
の
活
性
化
支
援

を
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
秋
保
地
区

で
新
た
な
体
験
型
観
光
の
創
出
を
図

る
な
ど
、
西
部
中
山
間
地
の
活
性
化

と
地
域
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

伝承踊り等のステージイベント、農産
物や特産品の展示・物販コーナーでに
ぎわう「泉かむりの里伝承物語」

▲

「絆づくり田んぼアー
ト」政宗公と愛姫（愛子
地区）

４月にリニューアルオー
プンした東六郷コミュニ
ティ・センター

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

デ
ル
地
区
と
し
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
と
協
働
で
取
り
組
む
「
地
域
支

え
合
い
推
進
」、
少
子
高
齢
化
等
の

地
域
課
題
解
決
に
地
域
主
体
で
取
り

組
む
「
中
山
郊
外
居
住
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
お
よ
び
地
域
と
地
元
企

業
が
取
り
組
む
「
仙
台
萬
本
さ
く
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
援
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
錦
ケ
丘
中
学
校
の
校
舎
等
新
築
、

荒
巻
小
学
校
お
よ
び
桜
丘
中
学
校
の

校
庭
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

■（
仮
称
）
東
二
番
丁
マ
イ
ス
ク
ー

ル
児
童
館
設
計

■
大
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
台
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
大
規
模
修
繕

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助（
第
二
中
学
校
区・広
瀬
中
学
校
区
）

■
仙
台
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備

■
定
禅
寺
通
活
性
化
推
進

　
定
禅
寺
通
と
そ
の
周
辺
の
活
性
化

に
向
け
た
調
査
・
検
討
等
を
行
い
ま

す
。

■
青
葉
通
再
整
備

■
道
路
整
備

　
茶
屋
町
山
屋
敷
線
、
青
葉
山
線
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
新
鳴
合
橋
の
整
備
、
長
町
堤
町
線

歩
道
橋
等
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
青
葉
山
公
園
、
西
公
園
、
中
山
台

西
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
陸
奥
国
分
寺
跡
等
整
備
事
業

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
（
仮
称
）
七
郷
第
二
小
学
校
新
築

設
計
等
を
行
い
ま
す
。

■（
仮
称
）
七
郷
第
二
児
童
館
建
設

実
施
設
計

■
若
林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
（
別

棟
）
改
築
等

　
平
成
29
年
秋
の
開
館
に
向
け
、
若

林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
別
棟
と
児

童
館
、「
子
育
て
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

若
林
」
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
大
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
お
よ
び
南
材
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
東
部
復
興
道
路
の
ほ
か
、
卸
町
大

和
町
（
そ
の
２
）
線
外
２
線
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
荒
井
東
１
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
地
域
団
体
等
が
行
う
被
災
者
交
流

活
動
に
対
し
て
、
公
募
に
よ
る
助
成

を
行
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
上
野
山
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
築
や
、

大
野
田
小
学
校
の
校
舎
増
築
設
計
等

を
行
い
ま
す
。

■
西
多
賀
児
童
館
改
築

■
市
民
セ
ン
タ
ー
整
備

　
西
多
賀
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改
築
、

馬
場
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
山
田
市

民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
修
繕
、
茂
庭

台
市
民
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
修
繕
設

計
を
行
い
ま
す
。

■
上
野
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
お
よ
び
向
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
設

計■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
八
木
山
中
学
校
区
・
茂
庭
台
中

学
校
区
）

■
下
水
道
浸
水
対
策

　
四
郎
丸
地
区
の
浸
水
対
策
を
行
い

ま
す
。

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
（
大
野
田
・
鈎
取
）、

緑
ケ
丘
一
丁
目
１
号
線
、
舘
国
久
線

等
の
整
備
、
赤
石
樽
道
線
、
仙
台
山

寺
線
等
の
防
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
の
整
備
や
、
境
橋
、
鈴

欄
橋
等
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
富
沢
駅
東
２
号
公
園
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備

■
ふ
る
さ
と
底
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
人
が
集
ま

り
、
交
流
で
き
る
拠
点
と
な
る
よ
う
、

泉
中
央
地
区
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
ほ
か
、
泉
西
部
地
区

の
豊
か
な
自
然
資
源
と
、
そ
の
も
と

で
育
ま
れ
た
歴
史
や
文
化
を
体
験
す

る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

を
行
う
と
と
も
に
、
薬
師
高
砂
堀
通

り
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
若
林
区
魅
力
発
信
事
業

　
市
民
や
学
生
と
の
協
働
に
よ
り
、

区
内
の
被
災
農
地
で
収
穫
し
た
稲
わ

ら
を
使
っ
た
「
わ
ら
ア
ー
ト
」
と
、

地
域
の
魅
力
あ
る
資
源
を
訪
ね
て
体

感
す
る
ま
ち
歩
き
を
開
催
し
ま
す
。

▲

七北田川の清流を守る活動として実
施している「七北田川クリーン運動」

新浜町内会が開催した宮城野
区沿岸部の自然や歴史に触れ
る学習会

野尻集会所で行われた
そば打ち体験

「太白区民まつり」の
ステージ発表

■
被
災
者
交
流
支
援
事
業

　
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
運
営
へ
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
地
域
団
体
等
が
行
う
被
災
者
交

流
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
蒲
生
北
部
地
区
復
興
再
整
備

　
蒲
生
北
部
地
区
に
お
い
て
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
鶴
谷
中
学
校
区
・
西
山
中
学
校

区
）

■
東
仙
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
市
営
住
宅
建
設

　
鶴
ケ
谷
第
一
市
営
住
宅
団
地
の
再

整
備
を
進
め
ま
す
。

■
下
水
道
浸
水
対
策

　
鶴
巻
ポ
ン
プ
場
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

■
道
路
整
備

　
東
部
復
興
道
路
の
ほ
か
、
元
寺
小

路
福
室
線
（
宮
城
野
橋
工
区
）、
中

野
栄
線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
安
行
寺
橋
整
備
設
計
や
、
宮
城
野

大
橋
等
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
榴
岡
公
園
、
高
砂
中

央
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

「みやぎの・まつり」では、子ども
から大人まで楽しめるイベントが催
されます

▲ステージ発表や体験コーナーなど、
区民主体の手づくりによる「青葉区
民まつり」

わらアート「空想動
物園2016」に登場
したティラノサウル
ス

■
泉
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ

ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
加
茂
中
学
校
区
・
南
光
台
東
中

学
校
区
・
住
吉
台
中
学
校
区
）

■
道
路
整
備

　
宮
沢
根
白
石
線
外
１
線
（
浦
田
）

の
整
備
、
南
前
町
線
等
の
歩
道
整
備
、

杉
ノ
崎
蒜
但
木
線
等
の
道
路
防
災
対

策
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備	

　
古
屋
敷
橋
の
整
備
、
向
原
歩
道
橋

等
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
泉
中
央
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

▲花火大会など、大勢の人で
にぎわう夏の風物詩「泉区民
ふるさとまつり」
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